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理事長賞

内　容

歌書さんは「愛情をもった親身な対応」が身についており、片麻痺というハンデを持ちながらもさまざまな活動
を積極的に行っています。

その中でも利用者さんから頂いたビーズを使ってオリジナルのアクセサリーを作り、その作品が利用者さんや
ご家族に喜ばれる場面を何度も見てきました。そのひとつひとつの作品には、歌書さんの温かな心遣いが込
められており、どれも心に残るものです。利用者さんからは「このアクセサリーを身につけると、元気が出る」
といったお言葉をいただくことも多く、作ったアクセサリーを身に着けたご利用者さんの笑顔が何よりの証で
す。

歌書さんご自身のリハビリもかねて作っているとのことでしたが、常に周囲の人々にポジティブな影響を与え、
他者を思いやる気持ちを大切にしていることに、周りのスタッフも見習ってほしいことが多いです。ただの職
務以上の価値を生み出し、職場全体の雰囲気をより明るく、温かなものにしています。

ひまわり在宅サポートグループ
歌書　和子（職種：介護福祉士／所属部署：ナースイン）

脳梗塞による片麻痺という困難な状況にもかかわらず、2022年2月の入職以来ナー
スインの介護福祉士として日々の業務に尽力され、利用者さんへの温かなサポートを
続けてこられた功績

ひまわり在宅サポートグループ　在宅部長　佐藤史人

障碍者雇用でありながらも、上記の通り愛情を持った親身な対応による献身的な姿
勢と他者を思いやる心に深く感銘を受けたためこのたび理事長賞に推薦させていた
だきます。
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